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カ レツ キの 開 発経 済 学(1)

山 本 英 司

は じ め に

ミハ ウ ・カ レ ッ キ(MichalKalecki,1899-1970)は,ポ ー ラ ン ド生 ま れ の

経 済学 者 で あ る。 ポ ー ラ ン ド語 の 著 作 にお い てで は.あるが,有 効 需 要 の原 理 を

ケ イ ン ズ に先 立 っ て発 表 び,代 表 的 な 著 作 と して 資 本 主 義 経 済 の 体 系 的研 究

書 で あ るKalecki[1954b]が 知 られ る。 また,カ レ ッキ は社 会 主義 経 済 学 の研

究 者 と して も知 られ,Kalecki[1963c]が ま と ま った著 作 と して知 られ る。

この他 に カ レツ キ は開 発 経 済 学 者 と して の 第3の 顔 も持 っ て い るが,こ の分

野 に お け る カ レ ツキ の業 績 はほ とん ど知 られ て い な い 。 そ もそ も,こ の分 野 に

おいてはまとまった体系的な著作がなく,タ イプ印刷のものを含む複数の給文

が 知 られ て は い る もの の,利 用 が 容 易 な もの と して は 論 文 集 で あ るKalecki

[1976]が あ るだ けで あ っ た。1993年 に な って 英 語 版 カ レ ツ キ 全 集 の 第5巻

(開発 経 済 学)が 刊 行 さ れ,オ シ ャテ ィンス キ(JerzyOsiaty血ski)に よ る詳 細

な 注釈 と合 わせ て,よ うや く本 格 的 な研 究 が 可 能 にな ろ う と して い る。

筆 者 の 知 る限 りで は,日 本語 の 開発 経 済 学 に関 す る教 科 書 ・展望 論文 で カ レ

ッ キ の名 を]に した こ とは な い 。 カ レ ッキ の 開発 経 済 学 に お け る業 績 に 言 及 し

た もの と して は,大 谷.[1977],都 留[19851,根 井[1989]が あ り,こ の分 野

に お け る カ レツ キ の著.作の翻 訳 と して はKalecki[1966a)に つ い て が あ る。

本 稿 は,こ れ ま で あ ま り知 られ る こ との なか った カ レ ッ キの 開 発経 済学 者 と

して の 業 績 を紹 介 す る と と もに,そ れ を カ レッ キ の資 本 主 義 経 済 研 究.及び社 会

1)Kalecki[1933]o
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主 義 経 済 学 と比較 す る中で 改 め て カ レツ キの 経 済 学 体 系 を位 置 付 け よ う とす る

もの で あ る。 カ レ ツキ再 評 価 の機 運 が もっぱ ら カ レツキ の 資 本 主 義 経 済研 究 に

お ける価 格 理 論 を め ぐって 生 じてい る中,開 発 経 済 学 とい う側 面 か らカ レツ キ

に光 を 当 て る こ とに よ りカ レツ キの 全 体 像 を 明 らか に す る こ とに少 しで も寄 与

で きれ ば 幸 い で あ る。

以 下,第1節 で は 開 発経 済 学 者 と し.ての カ レツ キ の歩 み を振.り返 る。 第H節

で は カ レツキ の 開 発 経 済 学 を カ レッ キ の経 済学 体 系 全 体 の 中 に位 置 付 け る。 第

皿節 以.下で は カ レグ キ の 開発 経 済学 の理 輪 的 側 面 につ い て 論 じ る。 最 後 に ま と

め を 行 う。

な お,開 発 経 済学.の対 象 とな る経 済 体 制 につ い て,カ レ ツキ は 時 々 に よ って

低 開 発 国(UnderdevelopedCountries),低 開 発 非 社 会 主 義 経 済(Under.

developed.Non-SocialistEc⑪nomies),低 開発 混 合 経 済(UnderdevelopedMix・

edEa}n`)my),発 展 途 上 国(DevelopingC(.,untTies),「 第 三 世 界 」(`The

ThirdWorld')な どの 語 を用 い て い るが,本 稿 で は,引 用 を 除 い て,(発 展)

途 上 国 とい う名 称 に統 一 して用 い る こ とにす る。

1開 発経済学者としてのカレツキ

ま ず,カ レ ッ キ の 生 涯 を 開 発 経 済 学 者 と し て の 側 面 を 中 心 に 振 り返 っ て み る

こ と に す る 。

カ レ ツ キ は1899年6月22日,ポ ー ラ ン ドで 生 ま れ た 。.

経 済 学 者 と.し て の 経 歴 は,1929年 の 暮 れ に リ ピ ン ス キ(EdwardLipihski)

が 所 長 を し て い た ワ ル シ ャ ワ の 景 気 循 環 及 び 物 価 研 究 所(lnstytutBadania

KoniunkturGosp〔 》darczychiCen;InstitutefortheStudyofBusiness-Cycles

andPrices)に 採 用 さ れ た こ と に 始 ま る。 そ の 後,オ ッ ク.ス フ ォ ー ド大 学 統 計

研 究 所(OxfordUniversitylnstituteofStatistics),国 際 労 働 機 関 事 務 局

(lnternationalLabourOf丘ce)な ど を 移 り,第2次 世 界 大 戦 直 後,ポ ー ラ ン ド

の 経 済 再 建 に も一 時 期 従 事 した 。
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1946年 の終 りに カ レツ キ は ポー ラ ン ド当 局 の 承 認 を 得 て ニ ュー ヨー クの 国際

連 合 本 部 に 勤 め る(Kowalik[1966L.p,8)z,。 主 な 仕 事 はr世 界 経 済 報 告 」

(WorldEconomicReport)の 執 筆 で あ り,カ レ ツ キ は 同 書 め1947年 版 か ら

1952-53年 版 にか け て の6つ の 版 に お い て 国 際 政 治 の動 向が 各 国 の 国 内 経 済 に

与 え る影 響(通 常,同 書 のパ ー ト1に 相 当)を 担 当 し,そ れ に 関連 して完 全 雇

用 と イ ン フ レー シ ョンの問 題 を担 当 した 。 同 書 の パ ー ト且に 属 す る よ うな 開.発

や 国際 収 支 の問 題 は担 当 で は なか った が,カ レッキ は この 分 野 に お い て も活動

を行 って い る(Dell[1977],pp.32-40)。

1950年 の8月 か ら9月 にか.けて,イ ス ラエ ル の 大 蔵 省 の招 きに応 じて経 済建

設 の助 言 者 と して カ レ ツキ は イ.スラ エ ル を 訪 れ,「 この報 告 に 表 れ た 意 見 は必

ず し も私 が 勤 め る 国際 連 合 本 部 の も ので は.ない」(Kalecki[1951],in[19931,

p,95)と の 断 り書 きの 下,Kalecki[1951)を 著 して い る。 これ に対 し イ ス ラ

エ ル は形 ば か りの 謝 意 を 表 した が,提 言 の 内 容 は 煙 た が られ た よ うで あ る

(R⑪binson[1976],p.12)。 カ レ ツ キ の語 っ た と こ ろ に よ る と,カ.レ ッキ が 提

案 した の と丁 度 反 対 の政 策 が 採 用 され た とい う(Feiwel[1975],p,381)。

ユ953年8月,カ レッ キ は メ キ シ コ、シ テ ィの ラテ ン アメ リカ 金融 研 究 セ ン ター

(CentrodeEsti・di。sMonetariosLatinoamericanos)で 経 済 開 発 に 関 す る講 演

を行 う(Osiatyhski[1993],p.206)㌔ この 講 演 に感 銘 を 受 け た メ キ シ コ政 府

は カ レッ キ を招 聘 しよ うと国 際 連 合 に打 診.した が,表 向 きは カ レツ キ の長 期 の

不 在 は業 務 に支 障 を来 す との 理 由 で,実 の と ころ 政 治 的 な背 景 に よ り,国 際 連

2)カ レツ キ の肩.昔 に つ い て は 諸 説 が あ るodeputydirectorofasectionoftheeconomicdepart.

ment(Kowalik[1966],p.呂 〕,Depu【yDirectoroftheDepartmemofEconomicAffai【s(Fciwd

[1970],p.276),deputydirectorofthedepartmentsDivision【}fEcDnl艮micSt己bihLyandDe.

velQpmピnLで あ り よ り正 確 に はh田doftbピEcono皿isStabilitySectionofthedivision(Fヒiw冒1

[1975],pp.293-294),Assist.antDirector(FA.,「19776],p.84},todi■ecutheworkofthe'Eco-

nomicStabilitySection'(Dell[1977],p.3Y),EconomicSmhi【itySヒ(ltionのAs5i監Lan【Direcωr

(根 井[1989.1200ペ ー ジ)な ど.大 谷[1977]357ペ ー ジ,は お そ ら くFeiwel[1975]に 依 拠 し

て 「経 済 局 経 済 安 定 開 発 部 次 長 兼 経 済安 定 課長 」 と して い る.

なお,国 連 時 代 の カ レ ツキ に つ い て詳 し くはDell[1977],McFarlane[1996]を 参 照 の こ と。

3)そ の 要 約 改 訂 版 がK翔lecki[1954aiと して.ス ペ イ ン語 で 初 出。
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合 事 務 局 に よ っ て 拒 否 さ れ た(⊂)siatyhski[1993],.PP.206-207)。

冷 戦 を 背 景 に,ア メ リ カ で は マ ッ カ7シ ー(JosephRaymondMcCarthy>

上 院 議.員 を 先 頭 に 「赤 狩 り」 が 行 わ れ て い た が,公 平 な 態 度 を 堅 持 す る カ レ ツ

キ に 対 す る 風 当 た りは 強 か っ た よ う で あ る(Eshag[/9776],p.83)。1953年 に

事 務 総 長 が ハ マ ー シ ョ ル ド(DagHammarskjold)に 交 替 し て か ら は 国 際 連 合

事 務 局 に お け るFBIの 活 動 は 明 ら か に 削 減 さ れ た が,国 際 連 合 事 務 局 の 機 構

再 編 に あ た っ て 局 長(Director)以.ヒ の 役 職 力二大 幅 に 設 け ら れ る こ と に な り,

こ れ ま で の 業 績 か ら し て も カ レ ツ キ が 昇 進 し て も 然 る べ き と こ ろ,逆 に 課 長

(Chief)へ の 降 格 を 打 診 さ れ た の で あ っ た(Eshag[1977b],p.84)4;。 こ う し

た 中,カ レ ッ キ は ポ ー ラ ン ド当 局 の 同 意 を 得 て ユ954年 の 終 りに 国 際 連.合 を 離 れ

る(Kowalik[1966],p.8)。

ポ ー ラ ン ドへ の 帰 国 後,カ レ ッ キ は 自 ら の 経 済 理 論 を 実 践 に 移 す 機 会 を 与 え

ら れ た 。1955年 の2月 末.に は 当 時 第1副 首 相 で あ っ た ミ ン ツ(HilaryNlinc)

の 経 済 顧 問 の 地 位 を 与 え ら れ た 〔Osiaty血ski[1988].p.11).。 ま た,同 年5月

か ら1957年3月 ま で 閣 僚 評 議 会(Minister'sCouncil)の 経 済 顧 問 を 務 め,次

い で 計 画 化 委.員 会(PlanningCommision)の 経 済 顧 問 を 務 め た(Kowalik

[1966],p.8)。1957年2月 に は 経 済 評 議 会(EconomicCouncil>の 副 議 長 の 一

人 に 任 命 さ れ た(Kowalik[1966],p.8)。 同 年9月28日 に は 計 画 化 委 員 会 の 委

員 長 に よ っ て 展 望 計 画 委 員 会(KomisjaG$ownaPlanuPerspektywicznego;

PerspectivePlanCommission)の 委 員 長 に 任 命 さ れ,彼 の 指 導 の 下 に

「1961-75年 展 望 計 画 」 が 作 成 さ れ る こ.と に な っ た(Osiaty血ski[1988],p,57)。

さ ら に 同 時 期,カ レ ッ キ は コ メ コ ン経 済 委 員 会(EconomicCommisionofthe

C⑪unci且forMutualEconomicAssist.ance)の ポ ー ラ ン ド代 表 団 長 も 務 め た

磯….

(Osiat.yhski[1988],p.73)。 「1955年 の 後 し ば ら く の 間,ワ ル シ ャ ワ は 社 会4三

義 及 び 開 発 経 済 学 の メ ッ カ と な り,世 界 の 多 く の 地 域 か ら 学 生 や 経 済 学 者 が 大.

挙 して 集 っ て き て は 経 済 学 を 学 び,カ レ ッ キ や 彼 の 仲 間 達 の 業 績 に 注 意 を 払 っ

4)E5hagに よる と,当 時の カ レッキの肩書は副局長(AssistantDirector)で あ った。
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た 」(Eshag[1977a],p.4)。

だ が,実 際 の 経 済 運 営 に あ た っ て は,概 し て カ レ ッ キ の 意 見 は 顧 み られ な

か っ た よ う で あ り,1960年5月 に は 計 画 化 委 員 会 事 務 局(BoardofthePlan・

ningCommission)の 職 を 解 任 さ れ((.)sjatyhski[1988ユ,p.71),1963年 に は 彼

が 副 議 長 を 務 め て い た 経 済 評 議 会 が 廃 止 さ れ た 。 こ う して 実 際 の 経 済 運 営 か ら

遠 ざ け ら れ る 中,カ レ ツ キ は 後 進 の 育 成 に 情 熱 を 注 い だ よ うで あ る 。1959年1

月 よ り5)カ レ ッ キ はCzeskawBobrowskiと 共 に 低 開 発 国 経 済 開 発 計 画 専 門 家

上 級 セ ミ ナ ー(AdvancedSeminarforExpertsonPlanningEcon⑪micDe-

velopmentofUnderdevelopedCountries)を 始 め,1968年5月21日 の セ ミ

ナ ー ま で 続 い た(Osiaty飴ki[1993],PP.190-193)。 セ ミ ナ ー に お い て は 「開

発 ゲ ー ム 」 と 称 し て,ガ ー ナ を モ デ ル と し た ℃ocolandia'の 開 発 計 画 や,産

油 国 の 啓 蒙 君 主 の 開 発 戦 略,モ ン ゴ ル の デ ー タ並 び に ア ル ゼ ン チ ン 及 び オ ー ス

トラ リ ア の 歴 史 を モ デ ル と し た 牧 畜 国 の 経 済 モ デ ル の 策 定 な ど が 行 わ れ た と い

う 〔Sachs[1977],PP.47-48)。

196ユ 年,計 画 統 計 中 央 学 校(SzkolaGPbwnaPlanowaniai.Statystyki;

MainSchoolofPlanningandStatistics)と ワ ル シ ャ ワ大 学 の 後 援 で サ ッ ク ス

(lgnacySachs)を 所 長 に 低 開.発 経 済 研 究 セ ン タ ー(MiQdzyuczelnianyZakkad

ProblemowyGospodarkiKraj6wSlabQRりzwiniヒtych;CentreofResearchon

UnderdevelopedEconomies)が 設 立 さ れ(Osiatyhski[19931,PP,191-193),

1962年 よ り カ レ ツ キ は そ の 科 学 評 議 会(ScientificBoud)の 議 長 と な る.

(Kowalik[1966],p.10)。

そ の 他,カ レ ツ キ は,1963年 に 国 際 連 合 の 後 援 の 下(Feiwel[1975],p.298),

計 画 統 計 中 央 学 校 に 設 け ら れ た(Osiatyfiski[1993],p.192)発 展 途.L国 か ら

の 経 済 学 者 を 対 象 と す る 国 民 経 済 計 画 上 級 課 程(HigherCourseinNational

EconomicPlanning)で の 教 師 陣 の 中 で も 中 心 的 役 割 を 果 た し て い る 。 サ ッ ク

ス に よ る と,そ こ で カ レ ツ キ は 「そ の 明 る い 面 と暗 い 面 を 合 せ て,社 会 主 義 経

5)Sachs[1977,p.47,に よ ると1953年 よ りD
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済 の 運 行 の 偏 りの な い 知識 を彼 らが 得 られ る よ う に した。 彼 は学 生 達 に対 して,

ポー ラ ン ドの 経 験 を低 開 発 国経 済 の制 度 的 に異 な った 文 脈 に移 植 し ない よ う繰

り返 し注 意 を促 した」(Sachs[ユ977],p,48)。

これ らの 活 動 の 成 果 と して1967年,セ ミナ ー参 加 者 に よ って 「開 発 ゲー ム」

の 教 科 書 が 国 際 連 合 内 の 経 済 開発 計 画 ア フ リカ研 究 所(AfricanInstitutefor

EconomicDevelopmentandPlanning)と 上 級 課 程 の学 生 を対 象 と して企 画 さ

れ たqこ れ は研 究 所 と研 究 セ ン ター.との 共 同 出 版 の予 定 で あ り,カ レ ツ キ は

サ ック ス と共 に 長期 開 発 計 画 策 定 の 方 法 論 に つ い て の 執 筆 が予 定 され て.いた.

(〈)siatyfiski[1993],PP.192-193)o

以 上,セ ミナ ー ・研 究 セ ン ター ・上 級 課 程 の3つ の 制 度 にお い て カ レ ツキ は.

教 育 ・研 究 に 携 わ って い た 。 カ レッ キ は は じめ,こ れ らの 制 度 が事 実..r一体 と

な って 機 能 す る の が よ い と考 え たが,1966年 まで に,制 度 的 に 一体 とな った研

究所 を 設 立 す る の が望 ま しい と確 信 す る に至 った 、,この提 案 は ポ ー ラ ン ド当 局

に よ っ て 顧 み ら れ な か っ た が,1968年3月 の ゴ ム ウ カ(W}adysねw

G。mutka)政 権 に よ る粛 正 に至 って カ レ ッキ の 仲 間達 を 運 営 か ら締 め 出 す 口

実 に 搾 用 さ れ,全 く新 しい ス タ ッ フ と 共 に 研 究 所 が 設 立 さ れ る に 至 っ た

(Sachs[1977],p.49)。 前 述 の 教 科 書 の 出 版 作 業 も 中 断 さ れ た(Osiaty血ski

[1993],p.193>o

一 方
,カ レッ キ は ポ ー ラ ン ド帰 国 後 も しば しば外 国 を訪 れ て い る 。1959年12

月13日 か ら1960年3月20日 ま で,カ レ ッ キ は イ ン ド統 計 研 究 所(lndianInsti-

tuteofStatistics)の 所 長 で あ る マハ ラ ノ ビ ス(PrasantaChandraMahalanobis)

の招 きで イ ン ドを 訪 れ て い る。 そ こで カ レツ キ は イ ン ド計 画 委 員 会(lndian

PlanningCommission)の 展 望 計 画 部 門(DepartmentofPerspectivePlan)に

お い て イ ン.ドの 第3次5ケ 年 計 画 に つ い て研 究 を行 っ た(Oslatyh$ki[1993],

PP.217-218)%1960年3月5日 に は イ ン ド労 働 経 済 学 協 会(lndianSocietyof

LabourEcon。mics)の 後 援 でLacknowUniversityの 経 済 学 部 で 講 演 を 行 っ

6〕 その主要な成果として.Kal紀cki「196D湖1。
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て い る(Osiaty血ski[1993],p.177)η 。

次 い で カ レ ツ キ は キ ュ ー ベ を 訪 れ,食 糧 農 業 機 構(FoodandAgricultural

Organization)や 中 央 計 画 会 議(Junta.CentraldePlanificaciOn>の 協 力 を 得

て,1961-5年5ケ 年 計 画 の 概 要 案 で あ るKalecki[1960C]を 作 成 して い る 。 た

だ し,こ れ は キ ュ ー バ 政 府 に は 採.用 さ れ な か っ たq

1963年1月,ブ ラ ジ ル の サ ン パ ウ ロ で 開 催 さ れ た ラ テ ン ア メ リ カ の 経 済 学 者

を 対 象 と した セ ミ ナ ー に お い て カ レ ツ キ は 展 望 計 画 の 策 定 に つ い て と 経 済 開 発

に つ い て の2つ の 講 演 を 行 っ て い る(Osiatyfiski[1993],p,182)呂,。.

次 い で 同 年2月,ジ ュ ネ ー ブ で 開 催 さ れ た 国 際 連 合 主 催 の 「途 上 国 問 題 へ の

科 学 の 適 用 の た め の 国 際 会 議 」(WorldConferencefortheApplicationofSci-

encetoProblemsof--eve且opingCountries)9)に お ㌔・て カ レ ツ キ は 展 望 言1'画の

策 定 に つ い て 再 び 演 説 を 行 い 監。,同 会 議 で の 経 済 開 発 の 計 画 化 と計 画 の 組 織 化

に 関 す る 部 会(session>に お い て 社 会 主 義 経 済 と 途 上 国 経 済 の 違 い に つ い て

報 告 を 行 っ た(儀iatyhski[1991],p.418)1u。

1965年6.月,メ キ シ コ.シ テ ィで 開 催 さ れ た ラ テ ン ア メ リ カ 経 済 学 会 懇 談 会

(Reulli〔mofLatinAmericanSchoolsofEconomics)に お い て カ.レ ツ キ は,経

済 開 発 に つ い て の2つ.の 講 演 を 行 っ て い る(Osiat.yhskl[1993],PP,204,208-

209)13,。

同 年,カ レ ッ キ は 他 の 経 済 学 者 と共 に 食 糧 農 業 機 構 に招 か れ,世 界 農 業 開 発

計 画 に 関 す る報 告 に つ い て 意.見 を 求 め ら れ た(Os重atyhski[1993],p.195)。

ま た,時 期 が 定 か で な く,実 際 に 当 地 を 訪 れ た か も 定 か で な い が,モ ン ゴ ル

に 対 し て も急 速 な 工 業 化 と高 度 に 資 本 集 約 的 な 技 術 の 導 入 を 強 く戒 め る助 言 を

7)そ の要 旨がKa且ecki[1960b]。

'8)Kalecki[1962]と 同様 の もの及 びKale¢ki[1363e]
.

9)国 連 開 発 の10'fの一 環 と して 行 わ れ た(Osiatyhδki[19931,p、182}。

10)Kalecki[1962]と 同様 の もの.

11)Kalecki[19636。

12)Kale(;ki[-963a]を 改 訂 した もの 〔KaLecki[1970blば 更 に こ れ を 改 訂 した もの で あ る 〕 及 び

Kalecki[1966a]〔,
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行 っ て い る(McFarlane[1971],p,103)。

以 上が カ レツ キ の 開発 経 済 学 の分 野 にお け る主 だ った 活動 で あ る が,ポ 「 ラ

ン ドの ゴ ム ウ カ政 権 に よ る1968年3月 の 弾 圧 に対 して カ レ ツキ は抗 議 の辞 職 で

答 え(根 井[1989],216ペ ー ジ),そ の後 の 活 動 が 封 じ られ た。 そ して1970年.

4月17日,カ レ ツキ は71歳 の誕 生 日 を前 にそ の生 涯 を閉 じた 。

Hカ レツキの比較経済体制論

カ レッ キの 学 問 領 域 は 多 岐 に わ た っ て い るが,大 き くは,資 本 主 義 経 済研 究,

社 会 主 義 経 済 学,開 発 経 済 学 の3つ に分 類 て きる。 本 稿 は カ レッ キ の開 発 経 済

学 につ い て 述 べ る もの で あ るが,で は,開 発 経 済 学 は カ レッ キ に あ って,資 本

主 義 経 済 研 究 及 び 社 会 主 義 経 済 学 と比較 して どの よ うな位 置 に あ る ので あ ろ う

か 。 換 言 す れ ば,開 発 経 済 学 が 対 象 とす る発 展途 上 国 の経 済 は,資 本 屯義 経 済

研 究 が 対 象 とす る資 本 主 義 経 済,社 会 主 義経 済 学 が対 象 とす る社 会 主 義 経 済 と,

そ の運 行 法 則 に お いて どの よ うな違 い が あ る の で あ ろ うか 。

Kalecki[1960b],[1963b],[1966a],[1970a]に は,こ の 点 につ い て カ レッ キ

の説 明が うか が え る。 それ を図 式 的 に要 約 す る と,以 下 の よ うに な ろ う。

資 本主 義 経 済 は資 本 設 備 の過 剰 に よ って 特 徴 づ け られ る 。 こ こに お け る主 要

な経 済 問題 は失 業 で あ るが,こ れ は有 効 需 要 の 不 足 に よ り発 生 す る。 これ に対.

す る処 方 莞 と して は政 府 ・中央 銀 行 に よ る財 政 的 ・金 融 的 措 置 で あ る 「金 融 的

ト リ ッ ク」.(Kalecki[1966a],inEnglish[1993],p、14)が 有効 で あ る。 た だ

し,資 本 家 階級 は,そ の よ うな措 置 に よ って 失 業 問 題 が 解 決 さ μ る こ とを 必 ず

し も望 ま ない1㌔

一 方
,社 会 主 義 経 済 及 び途 上 国経 済 は資 本 設 備 の不 足 に よ って 特 徴 づ け られ

る。 こ こ に 粘い て も失 業 が発 生 す る可能 性 が あ るが,そ の 原 因 は もっぱ ら有 効

需 要 の不 足 に よ る もの で はな い 。 こ こに お い て必 要 な の は,有 効 需 要 を増 大 さ

せ る た め とい うよ り も生 産 能 力 を増 大 させ るた め の投 資 で あ る。 そ う した 投 資

13)K・leek,[1993]鯵 照のこと・.譲.
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は,イ ンフ レ圧 力 を 回避 す る よ う適 切 に制 御 され ね ば な ら ない 。 そ して,そ う

した制御 が 適 切 に行 わ れ う る条件 が 存 在 す る のが 社 会 主 義 国 で あ り,条 件 を 欠

くのが 発 展 途.L国 で あ る。

しか しなが ら,こ こで社 会 主 義経 済 とあ るの は..現 実 に存 在 す る(し た)い

わ ゆ る社 会 主 義 諸 国 の経 済 そ の もの を指 す の で は な く,理 想 化 され た 社 会 主 義

経 済 な い し本 来 あ るべ き社 会 主 義経 済 で あ る こ とに沸 意 す る必 要 が あ る。 とな

る と,歴 史 の現 実 を振 り返 る に,現 実 に存在 す る(し た)社 会 主 義 諸 国 は,以

上 の 図式 に従 え ば,む しろ.発展 途 上 国 と して把 握 さ れ るべ きで あ ろ う。

と ころで,カ レ ツキ ば,投 資 と貯 蓄 の均 等 につ い て,投 資 が それ に 等 しい だ

けの貯 蓄 を 生 み 出す こ とは経 済 体 制 を問 わ ず 成 立 す る と した 上 で,そ れ は さ し

あ た り名 目額 に お い てで あ り,そ れ が 名B額 の 増 加 に留 ま るか そ れ と も実 質額

に$い て も 増 加 す る か は 余 剰 資 本 の 存 在 に か か っ て い る と 述 べ て い る

(Kalccki[ユ954a],inEnglish[1993]pp.23-28)。 こ こに 示 さ れ る(名 目)投

資 の効 果 も,経 済 体 制 を発 達 した資 本 キ義 とそれ 以 外 と に分 か つ指 標 の 一つ と

な るで あ ろ う。

IIIカ レツキ開発経済学の概要

まず,カ レツ キ開 発 経 済 学 の概 要 を 示 してみ よ う。

前 節 で 述 べ た よ う に,途 上 国経 済 の特 徴 で あ る資 本不 足 は非 弾 力 的 な消 費 財

供 給 を もた ら し,資 本 主 義 経 済 の 特徴 で あ る有 効 需 要不 足 は弾 力 的 な消 費 財 供

給 を意 味 してい る。 しか しなが ら実 際 には 発展 途上 国 は複 数 の セ ク ターか ら構

成 さ れ る た め(Kalccki[1954a],inEnglish[1993],p.28),都 市部 と農 村'部の

2部 門経 済 が よ り現 実 的 な抽 象 化 で あ ろ う。都 市工 業部 門 に お い て は資 本 主 義

経 済 の原 理 が支 配 的で あ っ て消 費 財 供 給 ぽ弾 力 的 で あ り,農 村部 に お け る 食糧

供 給 は 非弾 力 的 で あ る。

農 村 部 に お い て は いわ ゆ る偽 装 失 業 が 発 生 して い るた め,.農 村 労働 入 口 が減

少 して も食 糧 供給 は 減少 しな い。 よ っ て,農 村 労 働 人 口 を原 資 と して の 都 市部
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に お い て の工 業 発 展 が 発 展 途 上 国 の 経 済 開.発と して構 想 さ れ る 。 これ は いわ ゆ

る ル イス ・モ デ ル1`乏 同 様 で あ る 。

しか しなが ら,ル イ ス ・モデ ル にあ って は都 市 部 の実 質賃 金 率 は 農村 部 に お

け る 余 剰 労 働 力 が 全 て 都 市 部 に 吸 収 さ れ る まで...一定 で あ り,か つ そ の 「転 換

点 」 まで 労 働 力 が 「無 限 供 給 」 され る中 で順 調 な経 済 発 展 を.とげ る とされ た の

と異 な り,カ レッ キ は ボ トル ネ ックの存 在 を 指摘 して い る.農 村 部 か ら の食 糧

供 給 で あ る。 ル イ ス ・モ デ ル にあ って は都 市.1:業 部 門 に お い て生 産 され た消 費

財 と 食糧 と の交 換 に よ って 労働 移動 に伴 う食 糧 移 動 が 想 定 され てい たが,カ レ

ッ キ に あ っ て は農 民 が1人 あ た り食 糧 消 費 を増 大 させ る た め都 市 部 へ 食 糧 が 順

調 に移 送 さ れ な い と見 る(Kalecki[1954a],inEnglish[1993],p.28)。 これ は

カ レツ キが 強 調 す る途 上 国 経 済 の無 視 レ得 な い側 面 で あ る。.これ は実 質 賃 金 率

の低 下 を意 味 し,さ ら には 貨 幣 賃 金率 の上 昇 とイ ンフ レー シ ョ ンの スパ イ ラ ル

を もた らす 。

従 って,食 糧 供 給 が 経 済 成 長 の ボ トル ネ ッ ク とな る。 これ を放 置 して の 経 済

成 長 は 実 質 賃 金 の 低 下 を伴 い,短 期 的 に は 支 配 階 級 の利 益 とな り(Kalecki

[1954a]inEnglish[1993],P.29;[1970b]inEnglish[1993]pp.52-53),そ

の是 非 は と もか く と して,長 期 的 に は社 会 不 安 を醸 成 し,社 会 全 体 に と って不

利 と な る。 よ って 食糧 供給 の増 大 が 図 られ ね ば な ら ない が,農 村 部 にお け る制

度 的 な障 壁 の た め そ れ は 困 難で あ る。.

そ こで,輸 入 に よる解 決 が 図 られ る。 また,発 展 途 上 国 の 経 済 成 長 に あ って

は原 材料 や 資 本設 備 の輸 入 も しば しぼ必 要 と され る と ころ で あ る。輸 入 の た め

には そ れ に見 合 った輸 出が 要求 され るが,一 般 に発 展 途 上 国 は 世 界市 場 に お い

て有 利 に 販 売 し うる もの を持 たず,実 現 問 題 に直 面 す る。特 定 の輸 出 品 に過 度

に依 存 す る と,交 易 条 件 の悪 化 を もた らす 。

そ こで,国 際収 支 問題 を解 決 す る ため,外 国援 助 を含 む資 本 輸 入が 要求 され

る。 しか し カ レッ キ は,過 度 の期 待 を戒 め る。 一見 経 済 的 に有 利 に思 わ れ る形

14)Lewis[1959]を 参照のことD
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態の資本輸.入や外国援助は政治的コス トが高い。むしろ商業ベースの借款が望

ましいが,い ずれ輸出によって返済 しなければならない。その輸出が国内消費

財供給の犠牲の下になされては元も子もない。結局のところ,国 内消費財供給,

なかんず く食糧供給の増大が経済開発 にとって決定的な重要性を有 しているの

である。

とこ ろで,一 定 の食 糧供 給 の も とで も,労 働 生 産 性 の上 昇(資 本 集 約 的 な 技

術 の採 用)に よ って イ ン フ レ圧 力 の ない 経 済 成 長 が 可 能 で あ る。 しか し,.そ れ

は都 市部 で吸 収 で きる労 働 者 の相 対 的 減 少 す なわ ち 失 業 の 増 大 を もた らす 。..・

定 の食 糧 供 給 の下 で の経 済 成 長 にお い て は,イ ン フ レ圧 力 と失 業 の トレー.ド ・

オ フ関係 が成 立 す る(Kalecki[1954a],inEnglish[1993] ,PP,30-32)。 こ の点

か ら も,食 糧 供 給 増 大 の 重 要 性 が 再 確 認 さ れ るの で あ る 。

IVカ レツキ開発経済学のモデル化による検討

以 下,前 節 で 述 べ た こ とを 簡 単 な モ デ ル に よ っ て再 構 成 し,検 討 して み よ

う15コ。

15)カ レッキ 白 身,Kaleck主[1959a〕 及 びKaleckl[19706]に お いて モ デ ル化 を行 って い る。
Kaleek諭[ユ954.】 におい ては再生産表式 を用いて投資がそれ に等 しい貯 蓄を生 み出す ことを導 き

出 し,投 資一 貯蓄 の概 念を拡張 しなが ら政府支 出や外 国貿易,資 本輸入の効果 を論 じてい る。

Kalecki[]970h]に おいては需要の所得弾力性概念 を用い て必需 品需要増 加率 と総需要増加率 と

がいずれ も国民所得増加率の関数である として必 需品供給増加率 が国民所得増加率 を決定す るこ

とを導 き出し.グ ラフを用いなが ら外国貿 易や資 本輸入 の効 果を論 じてい る。いずれ も食糧供給

の決定的重要性 とその不足を緩和 するための諸方 策につ いて説得 的に論 じてい るものの,モ デル

その もの はどの ような経済体 制において も適用で きるものであ ってただ発展途上国におけ る制約

条件に引 き付けて論 じられているだけであ り,途 上 国経済その もののモデル化であ るとは言い難

い、、

Skouras[1978]に おいて カ レッキ開発経済学の モデル化が試み られているが,資 本主義経 済
セ クター と農業 セク ターがそれぞれ 自給 自足す るとの想定か ら出発する点において根 本的な問題

がある。 その他 のこの モデルの問題点 についてはP`瑚&Wrigh†[1978]を 参照の こと、

L㎞[1991]に おいてはKaleckiE19681を 参考に輸出財 ・奢侈財 ・賃金財の ヨ部 門によって構

成 され る再生産表式 を用いて,賃 金財部門の非弾力性 と外 貨制約 によって特徴付 けられ る 「半封

建経済」 の興味深いモ デル化が試み られている。 二のモデルはまた,経 済構造 の転換 によって ヨ

部 門モデルが発達 した資本主義経済の2部 門モデルへ と置 き換 え られてい く筋道 を描写す ること

を通 して逆 に 「半封建経 済」の制度的特徴 とそのモデル化 にあた っての3部 門化 の必然性を説得

的 に描 き出す ものであ る。その点 におい て,Kaiecki[1954a]を カ レツキ自身の論理に従ってノ
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単純化のため,経 済は農村における農業部門1と 都市におけ斎工業部門2か

ら構成されるとする。食糧供給を9と し,Q1,Q2を それぞれ農業部門と工業

部門への食糧供給とする。労働力供給をLと し,L、,五2を それぞれ農業部門

と..1..業部門における労働力供給 とする1㌦ このとき,

Q-Q1+Q,.(1)

L=L1+ム2..=...(2)

である。

工業部門国民所得をrと す る。工業部門においては遊休資本が存在 してい

るので.,資 本設備の増加を.必要 とせずに}7は 投資1に よって決定されるとす

る。式にすると,

r=ノの....'..(3)

と な る。

こ の と き,労 働 生 産 性 を π とす る と,

}7=π」L2..r(4)

.とな り,}7の 決 定 に 対 応 して 五、も決 定 さ れ る。 この と き,(2)式 よ り同 時 に

ム も決 定 さ れ る。 な お..Qを 生 産.する の に 必 要 な理 論 的 労 働 力 をL。 とす る

と,農 村 部 に お け る偽 装 失 業 はL,一Laと な る。

工 業 部 門 の労 働 者 は その 所 得 を全 て 食 糧 に 支 出 す る とす ξ。 ま た,農 民 は農

村 に留 保 され た食 糧 のみ を消 費 し,.工 業 部 門 にお い て生 産 され た消 費財 を購 入

しな い とす るL7)。す る と,農 民 の実 質 賃 金 率 はQ、/L、 で あ り,労 働 者 の実 質 賃

＼よ り発展 せ しめたモ デルと言 えよ う。

FitzG駐r温ld[且99.11におい ては 「カ レッキの開発経済学 におけ る業績 に対す るほ とん どの評価

は,そ れらの評価が モデルを実質賃金に対する食糧供給制約のモデルに切 り縮めることによって,

カ レッキの貢献 を過小評価 している」 〔:FitzGe・ald[1993],p.14>と の問題意 識の ド,国 内交易

条件 の変化 に応 じて食 糧供給が変化す るとの仮定 を導入Fて.全 面的なモデル化が試み られ ている。

この仮 定がカ レツキ 自身の仮定 に明示的に相違 することにつ いてFi』二Geraldは 自覚的であ るが,

そ うで あれ ばなお さら,FmG,aldの モデ ルは,そ の評価は ともか くとし.て,カ レツキ に触発

されて構築さ札た彼独 自のもので あって,少 な くともカレッキ解釈の範囲を越える もので あると

言わざ るを得ない。 なお,数 式 には間違いが 目立つ。

16}偽 装 失業を考察す るため,労 働力供給 は労働時間ではな く労働人口によ って測 られる。

1の これは一見非現実 的な仮定であ る。 しか しなが ら,発 達 した資本..i義国においては食糧 をはノ

響
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金 率 はQ謳2と な る。 この と き,農 村 か ら都 市 へ の労 働 移 動 が 生 じるの は.

◎1!乞1≦Q2ZL2(5)

が 成 立 して い る と きで あ る。 た だ し,労 働 移 動1叙3),(4)式 に お い て決 定 さ

れ たL2に 依 存 して い る。

さ て,投 資1に よ っ て さ しあ た り工 業 部 門 国民 所 得rは 増 大 す るの で あ る

が,そ れ に は食 糧 供 給 に よ る上 限 が 存 在 す る。(1),(2),(5)式 よ り,

L,≦(Q〆Q)ム(6)

が 得 られ る。五2が(Q/Q)五 に達 した 時 点 で,労 働 力 移 動 は経 済 的誘 因 を失 う

の で あ る。

一 方
,L。 ≦五、及 び(2)式 よ り,

L2≦ 五一Lo..(7)

が 得 られ,五一 ム。が ル イ ス ・モ デ ルで 言 う 「転 換 点 」 とな る 。

この と き,Q/L<Q、 瓶 。で あ る な らば,「 転 換 点 」 よ り も早 く,食 糧 供 給 の ボ

トル ネ ック に よ り都 市 へ の労 働 力 供 給 は停.止す る。 そ れ で も経 済 成 長 を 続 けよ

う と して 投 資1の 増 大 が 図 られ る な ら ば,貨 幣 賃 金 率 の上 昇 と イ ン フ レー

シ ョ ンの.スパ イ ラ ルが もた らされ る だ けで あ る。 この こ と は,労 働 者 が 食 糧 の

み な らず 工 業 部 門 にお い て 生 産 さ れ た消 費 財 を も消 費 す る と して 実 質 賃 金 率 を

定 義 し直 す と,実 質 賃 金 率 の低 下 を意 味 す る。

こ の 問題 を解 決 す る鍵 は,(6)式 よ り,都 市 へ の 食 糧 供 給Q2の 増 大 で あ る。

＼じめ とした必需品需要が当然のご とく満たされ た上で相互 に代替可能な消費財への支出がなされ.

るの に対 し,発 展途上国においては名 目的な賃金率 はどうあれ代替不可能 な食糧需要が満たされ.

るか 否か が都 市労働者 に とって死活 的な問題 とな るのが カレッキの想 定す る経済体制 であ る。

よって,こ の仮定は単純化のためのみ ならず事態 の本 質にとってむ しろ妥当であ る。あ るいは,

以下,実 質賃金率を実質食糧消費率 と読み替 え,発 展途上 国にお いては実質食糧消費率が経済行

動 にとワて重要な変数である として も同様 の結論が得 られ よう。食糧供給の非弾.力性 と非代替性

が カレッキ開発経済学の根本にあ り,ζ の点において新.占典派 と相違す る。な お,発 展途 ヒ国 に

おいては資本不足のため失業が発生す る との想定 自体 が生産要素 問の自由な代替 を想定す る新古

典派 と相違す ることについてはSawyer[1985],p.215,を 参照 のこと。

また,農 民が非負:糧消費財を購入 しない ことにつ いては,農 民 の大部分が.小作農ない し零細 な

自作農か ら構成 され,収 穫の多 くが地毛や商人 ・金貸 しに搾取 され るとの想定 によって正当化 さ

れ よう。農村の社会構造 については,イ ン ドを例 に した ものと してKalecki[1960a]が 詳 しし・.
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こ れ は 国 内 的 に は 農 村 か ら の 強 制 的 ない し半 強 制 的 な調 達(鋏 状 価 格 等)に

よ って も可 能 で あ るが,そ の行 き過 ぎ は農 村 に お け る反 体 制 的 雰 囲 気 を高 め よ

う。 残 る方 策 は 食糧 輸入 で あ るが,こ れ は 国際 収 支 問 題 を発 生 せ しめ,外 国援

助 を含 む 資 本輸 入 が 要 請 さ れ る こ とに な る。

次 に,労 働 生 産 性 の上 昇 を考 察 す る。(4)式 よ り,労 働 生 産性 π の上 昇 は,.

一 定 の 工 業 部 門労 働 力 五
2に お い て よ り大 な る工 業 部 門 国 民 所 得yを 保 証 す

る。 しか し なが ら,yそ の もの は 直 接 的 に は投 資 ∫に よ っ て 決 定 さ れ る ので,

一.一定 の1の 下 で の π の上 昇 はL
,の 減 少 す なわ ち失 業 の増 大 を もた らす 。.

と ころ で,こ れ ま で 「失 業 」 と言 っ て きた もの は何 で あ ろ うか 。 カ レ ッキ の

想 定 に よ る と,そ れ は,農 村 に お け る偽 装 失 業 また は不完 全雇 用 で あ る。 以 上

の モ デ ルに あ って は都 市 工 業 部 門 との 実 質 賃 金 率 格差 を背 景 と して都 市 に お け

る労働 力 需 要 に応 じて農 村 か らの労 働 力 移動 が行 わ れ,失 業 は 農村 に お い て の

み発 生 す る と して い た。 しか しなが ら,都 市 工 業 部 門 との 実 質賃 金 率 格 差 が 存

在 す る 以上,定 職 に就 く保 証 が 無 くと も,何 は と もあ れ都 市 また は そ の周 辺 へ

の 移住 が行 われ る こ とが 考 え られ,そ して,正 規 の工 業 部 門労 働 者 の実 質賃 金

率 に は 及 ば な いが,そ れ で も農 業 部 門 にお け る実 質賃 金 率 よ りは高 い所 得 を得

る だ け の生 計 の道 を見 つ けだ す こ と も大 い に有 り得 る こ とで あ る。 カ レッ キ は

明 示 的 に は 想 定 して い なか った が,こ の よ う に して カ レ ツキ ・モ デ ル に イ ン

フ ォー マ ル ・セ ク ター を導 入 す る こ とに よ り,よ り現 実 的 な モ デ ル化 が 可 能 と

な ろ う。

イ ン フ ォー マ ル ・セ ク ター に対 す る食 糧 供 給 と労 働 力 供 給 を そ れ ぞれ93,

転 とす る と,(1),(2>式 はそ れ ぞ れ,

Q=Qi+Q2+Q3..(1り

L=L,十L,一 十一L,.(2つ

と修 正 され る。

Q1!乞1≦(♪辺 ⊃3≦(VLZ.....∫.(5')

が 成 立 して い る限 り,農 村 か らイ ン フ ォー マ ル ・セ ク ター へ の 労 働 力 移 動 は 続
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く と考 え られ る。 よ って イ ン フ ォー マ ル ・セ ク ター に お け る労 働 力 供 給L3は,

L3=(Q:〆(Ql十Q3>)(L-L,)...(8)

に よ っ て決 定 され る。 これ はe3の 増 加 関数 で あ る。

この よ うに決 定 さ れ た 玩 と(3),(4)式 に よ っ て 決 定 さ れ た 現 の和 を 五

か ら引 い た もの が 農 村 に お け る労 働 力 供 給L,で あ り,こ れ と 五。との 差 が 農

村 に お け る偽 装 失 業 とな る。

参 考 文 献

Amdt,H.W.[1985]'「 『ihcOrigins-ofStructuralism,"WorldDevelopment,13(2),

February1985,PP,15上 一159,

Dell,Sidney[1977]"KaleckiattheUnitedNations,1946-54∴ 伍 顕rゴ β㍑〃召'加(ゾ

Ea)η σ〃z比Fα η45畝 すゴ5オかぐ∫,39(1),February1977,PP.31-45.

Eshag,Eprillle[1977a]"lntroductiontoMicha国KaleckiMem【}dalLectures,"0エ プbr4

Bu〃 認翻{ゾ 公 σ,～ωη∫∬ αη4読`z擁 ∫翻",39(1),February1977,pp.1-5,

[19776]"Kalecki'sPoliticalEじonomy;ACQmparis{,nwithKeynes,"ox一

.fordBu〃etfnofEconomicsareゴStatistics,39(1),February1977,NP.79-85.

Feiwel,GeorgeR.[19701"TheEconomicsandLifeof:v1}chalKalecki〔1899-197D)."

. Eω ηoηzゴo∫鷹g用 αzfoア～α18,23(4),Novembre1979,PP.241-277.

[1975]The∬ η'6'Z8f飽 α'α ψ 漁!qブMf読 α'Kalecki:AStudyinEcouornic

Theoア ッandPolicy,Knoxville,TheUniversityofTennesseePress,1975,p...ii,

583.

FitzGerald,E.V.K.[1993]meル 面 ㎜ ω ηo加 暉 げD,,e.'厚 》規㎝`濫 ηαη`8ごAKale`た ・

,anAnalysisげtheSemi・'泌 認 磁 傭 βゴ 籏 σ`ρ〃vyNewYork,StMartin'sPress,

1993,p.xii,222.

Kalecki,Mieha1[1933]P励 四 脚rガ ゴ.々oπ 伽 肋 σ,Warsaw,InstytutBadania

KolliunkturG{.,spodarczychl.Cen,1933,p.55.

[ユ943〕"PoliticalAspectsofFul【Employment,"1%'海`alQuarterly,14(4),

1943,PP.322-331.

[1951]Repり π げ 漁 加C麗 礁 剛Eぐ ρ"o曜 ゴ`月 一〇blemsof-srae-,Tel-Aviv,

IsraelGovernmentPrintingPress,P.23.

[1954a〕"EIproblemade豆 丘nancialnent⑪deldesaroll⑪econ6mico."印

丁箆'melt【uη6拠 ガω,21(4),October.December1954,PP.381-401.



「

画髪

饗
騒

難

102〔196〕 第164巻 第2号

[1954b]TheoryofFxonomicDynamics:AnEssayon(汐f,f`α,α η4五 〇π産

Run(洗4η8郡 ∫η(溢 ♪ゴr〃ご5'Ecoη07μy,London,Ge{,rgeAllenandUnwlnJ954,p.

178.(宮 崎 義 一 ・伊 東 光 晴 訳r経 済 変 動 の 理 論 資 本 主 義 経 済 に お け る 循 環 的 及

び 長 期 的 変 動 の 研 究.1新 評 論,1959年,而,254ペ ー ジ)。

[1960a]"FinancialProblemsoftheThirdPlan;SomeObservations,"7乳8

E`oノ εo癬`耽8奴y,Bombay,12(28),July91960,PP.1119,1121-1122.

[19606]"UnemploymentinUnderdevelopedCountries,"-ndianJournalげ

ムζ`みo㍑rEどoηo〃z¢ ∫,3(2),July1960,PP.59-61.

[1960,,]∫ え}ψo'ゐ6'em～()図 ε'ガ7躍(ザ「オゐ8窺 従一Y診4rπ`～n1961-1965プ わrthe

(潅 侃71且 ヒσ'`o醒ン,Havana,JuntadeYlanificacibnyEstadistica,December1960,

p.45...

・[1962]"OutlineofaMeth⑪dofConstructingaPerspectivePlan,"inFour

PapersPreparedforlnternationalConferencetol3eHeldinGeneva1963,Ad[,一

antedCourseofNationalEconomicPlanning,Teaching.河 石欝 ゴα♂∫.Vol・viii.

Warsaw,Szkc}.卜aG}6wnaPlanowaniaiSt}ltysLyki,1962.PP.1..15、

[1963a]"ProblemsofFinancingEconomic[〕evelopmentinaMixedEco.

homy,"inPapersPresentedattheUNESCOSeminarlnSaoPaulo,30Dec.一17

Jan.1963,SaoPaulo,FacultyofEconomics.andAdministrationofth巳U【11.

tpofSaoPaulo,January1963,PP.37-50.

[1963h]"TheDifferencebetweenPerspectivePlanninginSocialistand.

Mix巳dEconomies,"inEssay∫onPlanningandEcon⑰m;cDevelopment,Vol.1,

Warsaw,PahstwoweWydawnictw〔 〕Naukowe,1963,PP.21-22.

[1963c]Z醐y5陀o所"葛 即5臨8卿04αr競 ㎜ φαZf∫り℃ππ吻,Warsaw.Pa丘s榊owe

Wydawn重clwoNaukowe,1963,p.119.(竹 浪 祥 一 郎 訳.『 社 会 主 義 経 済 成 長 論 概

要 」 日 本 評 論 社,1965年jv,148ペ ー ジ)。

[1964]丁`Uwagiospo1㏄zno・gospodarczychaspektachustrojbwposred【 血ch,"

Pra.ceeMateノ.履y(MiedzyuezeluiauyZakfadProblemowyGospodarkiKraj6w

SLaboRo3wini自tych),2(4),1964, .PP.55-61、

[1966a]"WysokorozwiniQtaizacn(anagosp⑪darkakapitaligtyczna

(r6加icewwヒz北Dwychpmblclllachgo5p⑪darczych>,"Eた ρηo脚 ご∫忽59(5),1966,

Pr.971-977、.〔 竹 浪 祥 一 郎 訳1高 度 開 発 資 本 主 義 経 済 と後 進 資 本 主 義 経 済 」 『経 済

セ ミナ ー 』 第131号,1967年3月,2G-30ペ ー ジ)。

[1966h]"Ustrojepo忌rednie,"施'翻 如 、10(41),1966,PP・1,8-9・一

・.[】968]"TheMarxianEquationsofReproducti〔}ninModernE¢onom,cs
,".

. 50`fα'ScienceJ「"formation,7(6),1968,pp.73-79.
鴛

礁



カ レツキの開発経済学(1) (197)103

[1970a]``TheDriesofGrowthinDifferentSoclalSystems∴50ゴ8漉4」 η陀F

rationaledeSv兀`燃(ぞ8`ガ 朋 頭q㍑,105,May-June197⑪,pp.311-316.

[1970U]"ProblemsofFinancing.EconomicDevelopment由aMixedEco.

n。lll},.ln∫ ・画 面 躍,GrowthandTrade_E・saysenHon・urofSirR・y魚 η嘱

Eltisetal.(ed.),Oxford,ClarendonY【ess,197⑪,PP.91-1〔 翼4.

[1976]酷54y50ηP側2面 ρゴη8.Economies,Hass【}cks,TheHarvesterPress,

1976,p.208.

[1991]丁 ℃ollectedWorksofMichalKalecki,"inCapitalism:Economic

Dynamics,V(>1.2.ed,by〔 〕siatyhskt,Jerzy,translatedbyKisiel,ChesterAda叫

Oxford,C1臼r已ndonPress,1991,p,xiv,631一.

・一[1993]`℃ollectedWorksofMichalKatecki ,"inDeveloping&onomies,Vol.

5,ed.byOsiatyfiski,Jerzy,translatedbyKisiel,ChヒsterAdam,Oxford,

ClarendonPress,1993,p.xv,264.

Kalecki,Micha七&Kula,Marc重n[1970]`Bolivia:un'RegimenInter叫edio'ea

AmericaLatina,"F〈nranmiaッAdm.初 説 雌 αδη,16,1970,pp.75-78.

Kalecki,Micka1&Sachs,Ignacy[196司'」FormsofFo■eignAid:AnEconomic

Analysis.".Social∫aernceInformation,5(1>,March1966,pp21-44,

Kowa】ik,Tadeusz[1966]'BiographyofMichatKalecki,"inProblemsofEconomic

DynamicsandPlanning:EssaysinHonou'・ げゾ 磁6〃 召'梅'ε 面,Warsaw・Pahst・

woweWvd且wnicてwoNaukowe,1966,pp.1-12.

Lewis,W.Arthur[1954ユ['EconomicDevelopmentwithUnlimitedSuppliesof

Labour."ηLεM副 凶8∫terSch⑰oJ呼 彫01卍g加 ぐ 醜43ぬ α!5如 融 ∫,22(2),May

1954,PP.139-19L

Li.,Jo呂ephY.[1991]"AKaleckianThree-SecterModel(orThirdWorldCoun.

tries、"Jb勘 ηpα'q〆1(万pz`ε 耀ρρ㍑z煮yA5比z,21(1),1991,pp.3-!2

McFarlane,BruceJ.[1971]"MichalKalecki口sEeon(】mies=AnAppreciation,'"The

&oη σ瞬 ぐR卿 雌47(117)、March1971,pp.93-105,

[1996]"MichalKaleckiandthePoliticalEconomyoftheThirdWorld,"in

An五'fθrπ 血 肥 ル面 ごr〔wconomicTheory:T3ieKaleckianModelaア 卍4.勘 ∫f・Keyne-

5如 π&ρ ηρ瘤 ε∫,King,JohnE.(轍 」.),Boston,KluwerAcad巳micPublisher,1996,

pp.187-218.

根 井 雅 弘[1989]r現 代 イ ギ リ ス 経 済 学 の 群 像一.一 正 統 か ら 異 端 へ 』 岩 波 書 店,

1989年,vii,282ペ ー ジ 。

大 谷 竜 造[1977]「7毎 ∫π'8傭`伽 αJCψ 畝'呼Mで σ加JK4」8読 歪に 寄 せ て 」 『経 済 研 究 』

28(4),1977年10月,355-359ペ ー ジ 。



104(198) 第164巻 第2号

Osiat頭ski,Jetty[1988]M三f加'Kα 飽c々foπ α ∫o`ビρ'ゴ5`伽 コη翻y,London,Macmil.

Ian,1988,p.x,191.(岩 田 裕 監 訳 『ポ ー ラ ン ド改 革 の 経 済 理 論 カ レ ッ キ の 社

会 主 義 モ デ ル 』 大 月 書 店,1990年,248,4ペ ー.ジ)。

一................[1991】Editoria-Notes(withAnnexes)toKalecki[1臼91]
,PP.477-615.

[1993]E出torialNotes(withAnnexes)toKalecki[1993],VV.175-245,

Post,Ken&Wright,PhU[1田8]"SomeCommentson`The"lnte㎜ediateRegime"

andIndustrializationProspects','1D6麗1砂 耀 η頗 ηゴC加 π8鴇,9,1978,PP.649-653.

Rob孟n5un,Joan[1976]IntroductiontoKalecki[1976],pp.7-13,

Sachs,Ignacy[1977]"Kalecki己ndDeveloplnentPlalrung."OxfordBulletin(ゾ&o一

ηθ〃直ゴ"α ロ4醜 α`ゴ∫〃q呂9(1),February1977,PP.47-56.

Sawyer,MalcolmC.[1985]TheE,・oηo席 郡 げ ハ4'`ゐα～K砒 面,London,Macmillan.

1985,p.x,319.

Skouras,Thanos[19781"The」lntennediateRegime'andIndnstriaGzati〔mpros-

pects∴ 五)θτ膨面卿 τピη'α ノτ4Cん 窪ηg♂,9,1978,vv.631-648.

都 留 重 人[1985」f3代 経 済 学 の 群 像 」 岩 波 書 店,ユ985年,ii,282ペ ー ジ 。

1

(

[

鴫

藍
蚕
..毒
.


